
――今回の研究「簡易CO 濃度計を用いた呼吸速度・光合成速度の測定と生態系の炭素収支測定への応用」に2

ついてお聞きします。どのような経緯で、この研究に取り組もうと考えたのですか。

小山悠太先生（以下、敬称略）　私自身が大学生のときから環境生態学を専攻しており、森林の炭素収
支の研究を長野、岐阜、石垣島などで行ってきました。実地で測定する楽しさを、生徒たちにも感じ
てほしいと考えていました。

小山　　植物の呼吸や光合成に関する理科の単元で実験をするといえば、もっぱらBTB溶液を使って
の定性的なものです。そこから進んで、定量的な実験を生徒たちに体験させられれば、自然界の現象
を数値で捉えられるので、環境問題への関心が高まるとも思っていました。そこで、CO 濃度計で呼吸
や光合成の速度を測ることにしたのです。銅像山の自然も、生徒たちにとってこの上ない身近な学び
の場です。
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Interview
小型CO 濃度計から生徒の研究・発表マインドを導き、伸ばす2

学校法人浅野学園　浅野中学・高等学校

創設者の精神「九転十起」を校訓として受け継ぐ

――学校についてご紹介いただければと思います。

古梶裕之校長（以下、敬称略）　当校は、実業家の浅野総一郎により1920（大正9）年、浅野総合中学
校として創立しました。浅野は、何度もの失敗や困難にめげず努力する「九転十起」の志をもってい
ました。「九転十起」は校訓の一つとなり、たとえ失敗しても立ち上がって目標に向かっていく私たち
の精神の支えになっています。校内の浅野の銅像が立っている小高い山は「銅像山」といい、みどり
豊かで鳥獣保護区域にも指定されています。生徒たちはこうした環境でのびのびと過ごしています。

自然現象を定量的に捉える楽しさと大切さを、生徒たちに

古梶裕之校長

浅野中学・高校学校を卒業。 1989（平成元）年、浅野学園に数学科の教員として入
職。進学部長、教務部長、教頭を経て、2020年（令和2）から校長 。

小山悠太先生

2019（令和元）年、浅野中学・高等学校に赴任。理科を担当。
中高生あわせて160人の部員を擁する生物部の顧問もつとめる。



Interview

学年全員がCO 濃度計での実験を体験、興味もった生徒が模擬生態系づくりに挑戦2

銅像山。小山先生がドローンで空撮（写真提供：浅野中学・高等学校）

――研究の実践内容についてお聞きします。

小山　　まず、生物を履修しはじめる中学2年生全員が、小型CO 濃度計を使って、銅像山などから採
ってきた植物を対象に、呼吸や光合成の速度を測定しました。1班4人で、各々が数値読み上げ、時間計
測、PC記録、紙面記録を担当します。自分の役割があるのは彼らにとって大事なことです。また、全
学年に配布されているChromebookを活用して、30秒ごとに取る記録をプロジェクタで示してクラス
全員で共有するなど、情報通信端末の活用も意識しました。
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小型CO 濃度計を用いた呼吸・光合成速度の定量化（画像提供：浅野中学・高等学校）2



Interview

模擬生態系の製作および文化祭での展示発表と体験実験 ①（画像提供：浅野中学・高等学校）

小山　　どんな模擬生態系をつくりたいか、また、つくった模擬生態系でなにをしたいかについて生
徒たちの意見を聞き、やりたいことが実践できるようにアドバイスしました。一つのことを伝える
と、たくさん調べてくれる生徒もいます。

　日頃より生物部の生徒たちが動物を飼育しており、例年の文化祭で動物たちを披露します。今回、
CO 濃度測定を体験したので、生徒たちはその動物に適した環境をつくろうと考えているようでした。
そうしたなか、「トカゲは砂漠が好きだけれど、そうした場所でCO はどのくらい吸収されているのだ
ろう」といった疑問をもつような生徒が現れ、模擬生態系で地球温暖化の影響を評価する研究を計画
するに至りました。
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――その後の展開はいかがでしたか。

小山　　　CO 濃度測定の実験後、活動に興味をもった生徒や生物部の生徒たち数十人が、さまざまな
模擬生態系をつくりました。それを文化祭で展示し、来場者に説明したり、小学生たちに体験授業を
実施したりしました。
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模擬生態系の製作および文化祭での展示発表と体験実験 ②（画像提供：浅野中学・高等学校）










